
「交流及び共同学習の学習態勢チェックリスト」の活用のポイント 

Step１︓児童・⽣徒が抱える多様な集団の中での困難さを把握します。 
Step２︓さらに、多様な集団において、児童・⽣徒が主体的に活動するためにどのような⼒が

必要かを把握します。 
※ 個別指導計画（連携型個別指導計画）を活⽤することにより、学級担任と通常の学

級の担任及び教科指導とが、⼀貫した指導を⾏うことが重要です。 

〇事前に、通常の学級の児童・⽣徒、保護者への理解促進を図ります。 
〇新たな場⾯で混乱することが予想される児童・⽣徒の場合には、児童・⽣徒の実態に応
じてスモールステップで交流及び共同学習を⾏い、達成感が得られるようにすることが重
要です。 

（２） 「交流及び共同学習の学習態勢チェックリスト」の活用（例） 

（３） 交流及び共同学習実施の留意点
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年間授業時数の決定（例）７ 

⾃閉症･情緒障害特別⽀援学級における教育課程編成の基本は、⼩学校及び中学校の教
育課程に準じることから、⾃⽴活動の指導については、時間を特設して指導します。⾃⽴
活動の時間に充てる年間授業時数は、児童・⽣徒の実態に応じて各学校で適切に定めます。

また、他の教科等の年間授業時数との配分に関して、⼗分に検討するとともに、年度末
等には、年間授業時数配分が適切であったかについて検証することが⼤切です。

１ ⾃閉症・情緒障害特別⽀援学級の年間時数 

在籍する児童･⽣徒の実態を把握し、実態に即して⾃⽴活動の授業時数を設定します。
⾃⽴活動の授業時数の設定の際には、以下について配慮します。 

２ ⾃閉症・情緒障害特別⽀援学級の時間割の編成 

⾃⽴活動の授業時数の設定は、児童･⽣徒⼀⼈⼀⼈の障害特性を的確に捉えた上で、児
童・⽣徒の卒業後の進学及び将来の⾃⽴と社会参加に向けた⻑期的な視点をもって、学
年毎に適切な授業時数を設定する必要があります。 

したがって、同じ学校の同⼀学年であっても、年度によって児童・⽣徒の実態が異な
るために、授業時数が変動することがあり得ます。しかし、毎年度、授業時数が変わる
ことは、学校（学級）経営という観点から望ましいことではないことに留意する必要が
あります。 

⼀⽅、児童・⽣徒にとって必要となる⾃⽴活動の授業時数は、指導の成果により、学
年が進むに従って、減少すると考えられます。 

各教科・領域の授業時数を⼗分に確保するために、⾃⽴活動の授業時数を必要最⼩限
にします。基本的な考え⽅としては、各教科・領域において障害特性を踏まえて指導・
⽀援を⾏っても児童・⽣徒の困難さに⼗分に対応できない場合に、困難さを改善・克服
するために要する⾃⽴活動の時間を設定します。このため、⾃⽴活動の指導は、より効
果的なものとなるよう努める必要があります。

（１） ⾃⽴活動の授業時数の設定

ア ⾃⽴活動の授業時数は最⼩限に設定すること

イ ⻑期的な指導計画等に基づき設定すること
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例えば、⼩学校の低学年では、対⼈関係やコミュニケーションの指導に⼗分な時間を
かける必要があることが考えられるため⾼学年に⽐べ授業時数を多く設定します。 
【⼩学校の⾃⽴活動の授業時数（例）】 

学年 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年
時間数 １０５ １０５ ７０ ７０ ３５ ３５

中学校では、新たに特別⽀援学級に在籍する⽣徒がいることや、新たな学習課題に取
り組む必要がでてくることから、第１学年などでは、授業時数を多く設定する傾向があ
ります。しかし、学年が進むにつれ、⽣徒の⻑所を伸ばす指導に、⾃⽴活動の指導内容
も絞り込まれていくことから、授業時数の設定が少なくなる傾向があります。 

【中学校の⾃⽴活動の授業時数（例）】 
学年 第１学年 第２学年 第３学年

時間数 ７０ ７０ ３５

基本的には、各教科・領域の授業時数から、設定した⾃⽴活動の分の授業時数を減じる
ことになります。また、学習指導要領に⽰された各教科等の内容を適切に実施し、各教科
等の⽬標を達成することが⼤切です。 

各教科・領域の授業時数を設定する際には、以下について配慮します。 

児童・⽣徒の学習の習得状況と児童・⽣徒個々の実態把握に基づき、児童・⽣徒⼀⼈
⼀⼈の指導内容の重点を明らかにします。各教科・領域から授業時数を減じる際には、
重点を置くべきとした指導内容が減じられないようにします。

授業時数を減じる教科・領域が、特定の教科・領域に偏らないように、授業時間を弾
⼒的に設定し、時間割を変更することで、各教科・領域の授業時数を適切に設定するこ
とも考えられます。 

児童・⽣徒の実態から各教科・領域の授業時数を減じることが望ましくない場合、通
常の学級の時間割の外に⾃⽴活動の時間を設定することも考えられます。これにより、
各教科・領域の授業時数を減じない教育課程を編成することができます。 

ア 指導内容の重点を明確にし、授業時数を設定すること

（２） 各教科等の授業時数の設定に要する配慮事項 

イ 特定の教科や領域に偏って減じないこと

ウ 通常の時間割に加えて⾃⽴活動の時間を設定すること
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月 火 水 木 金 

１ 算数 算数 算数 算数 算数 

２ 国語 国語 国語 国語 国語 

３ 音楽 音楽 体育 体育 体育 

４ 自立活動 特別活動 自立活動 生活 生活 

５ 国語 国語 国語 道徳 国語 

６  図画工作    

自閉症の特性に配慮し、同じ教科はできるだけ同じ時間帯に設定するなど、児童が見

通しをもって授業に取り組めるように、工夫をすることも考えられます。 

音楽科と図画工作の合計、年間１４０単位時間のと

ころを、合計、年間１０５単位時間とします。

生活科は、年間105単位時間を70単位時間としま

す

前述のように、児童・⽣徒の実態により、通常の学級で学んだ⽅が効果的な教科や単元
については、通常の学級における交流及び共同学習の時間を計画的に設定します。 

児童・⽣徒が特別⽀援学級から通常の学級に転籍することや、⾼等学校及び⼤学等への
進学に向け、社会性やコミュニケーション能⼒を⾝に付けるために、有効であれば、通常
の学級における交流及び共同学習の時間を設定していきます。 

交流及び共同学習で児童･⽣徒が、通常の学級の授業に参加する場合、通常の学級の 
授業内容を踏まえ、より効果が期待できる交流及び共同学習となるよう、通常の学級の担
任と連携して計画する必要があります。 

また、交流及び共同学習を無理なく実施するためには、⾃閉症･情緒障害特別⽀援学級
の時間割を、できるだけ交流及び共同学習を⾏う通常の学級の時間割に近付けておくこと
が有効です。 

３ ⾃閉症・情緒障害特別⽀援学級の時間割例 

⾃閉症・情緒障害特別⽀援学級の時間割例（⼩学校第２学年） 

（３） 交流及び共同学習の時間数の決定
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月 火 水 木 金 

１ 自立活動 算数 算数 算数 算数 

２ 国語 国語 国語 国語 国語 

３ 算数 理科 理科 理科 外国語活動

４ 社会 社会 自立活動 社会 
総合的な 

学習の時間

５ 音楽 図画工作 家庭 特別活動 道徳 

６  体育  体育 体育 

 

 

 

 
月 火 水 木 金 

１ 算数 算数 算数 算数 算数 

２ 国語 国語 国語 国語 国語 

３ 音楽 家庭 特別活動 体育 外国語活動

４ 理科 家庭 理科 理科 
総合的な 

学習の時間

５ 社会 図画工作 社会 社会 
総合的な 

学習の時間

６ 自立活動 体育  道徳 体育 

 

 

実技技科目の音楽､図画工作､体育､家庭の合計、年間２４５ 単位

時間を２１０単位時間とします。 

総合的な学習の時間は、年間70単位時間を35単位時間とします。

⾃閉症・情緒障害特別⽀援学級の時間割例（⼩学校第６学年） 

月曜日の１時限目に自立活動を

設けることで、１週間のリズム

をつくることも考えられます。 

⾃閉症・情緒障害特別⽀援学級の時間割例（⼩学校第６学年） 

各教科・領域については減じず、通常の週時程に加え

て、自立活動を行う時間割の例です。指導の成果から、

自立活動の設定時間は１単位時間としています。 
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月 火 水 木 金 

１ 特別活動 国語 国語 国語 外国語 

２ 数学 数学 技術・家庭 数学 数学 

３ 社会 社会 外国語 社会 社会 

４ 理科 理科 自立活動 理科 理科 

５ 外国語 保健体育
総合的な 

学習の時間
保健体育 自立活動

６ 美術 道徳 音楽 
総合的な 

学習の時間

月 火 水 木 金 

１ 特別活動 理科 外国語 数学 数学 

２ 数学 社会 技術・家庭 外国語 外国語 

３ 社会 数学 技術・家庭 国語 社会 

４ 外国語 美術 自立活動 保健体育 理科 

５ 国語 国語 国語 道徳 保健体育

６ 理科 保健体育 音楽 
総合的な 

学習の時間

⾃閉症・情緒障害特別⽀援学級の時間割例（中学校１学年） 

各教科の授業で発展的な内容について、生徒の実態に応じて精選したり、実技科目の練習（例：

基礎的な奏法、情報通信ネットワークの基本的な利用、等）を家庭と連携を図り、家庭で取り組

んだりすることで、自立活動の時間を確保することも考えられます。 

交流及び共同学習を円滑に実施す

るために、通常の学級の時間割と統

一性を図ることも考えられます。 

通常の学級が行っている学校行事の事前学習・事後学習の時間

等を自立活動に充てるなどして、年間でできるかぎりの授業時

間数を確保することも考えられます。 

⾃閉症・情緒障害特別⽀援学級の時間割例（中学校１学年） 
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月 火 水 木 金 

１ 特別活動 理科 外国語 理科 数学 

２ 数学 社会 技術・家庭 外国語 外国語 

３ 社会 数学 技術・家庭 国語 社会 

４ 外国語 美術 
総合的な 

学習の時間
保健体育 理科 

５ 国語 国語 国語 道徳 保健体育

６ 理科 保健体育 自立活動 音楽 
総合的な 

学習の時間

月 火 水 木 金 

１ 特別活動 国語 国語 国語 外国語 

２ 数学 数学 技術・家庭 数学 数学 

３ 社会 社会 外国語 社会 社会 

４ 理科 理科 自立活動 理科 理科 

５ 外国語 保健体育
総合的な 

学習の時間
保健体育 保健体育

６ 美術 道徳 音楽 
総合的な 

学習の時間

⾃閉症・情緒障害特別⽀援学級の時間割例（中学校２学年） 

交流及び共同学習で通常の学級で円滑に交流及び共同学習を行うために、通常

の学級の時間割と統一性を図った上で、通常の学級の時間割に加えて、自立活

動を行うことも考えられます。 

⾃閉症・情緒障害特別⽀援学級の時間割例（中学校３学年） 

指導の成果から、自立活動の設定時間は１時間とすることも考えられます。 

高等学校への進学を視野に入れて、人間関係やコミュニケーションに焦点を当てた

自立活動を実施することも考えられます。 
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特別⽀援学校⼩学部･中学部学習指導要領（平成 21 年３⽉）では、⾃⽴活動の⽬標は
「個々の児童･⽣徒が⾃⽴を⽬指し、障害による学習上⼜は⽣活上の困難を主体的に改善･
克服するために必要な知識、技能、態度及び習慣を養い、もって⼼⾝の調和的発達の基盤
を培う」とされています。 

⾃⽴活動の内容には、 
① 健康康の保持  ② ⼼理的な安定  ③ ⼈間関係の形成
④ 環境の把握 ⑤ ⾝体の動き ⑥ コミュニケーション
の６区分が⽰されています。 

４ ⾃⽴活動の年間指導計画 

⾃閉症の児童･⽣徒の障害の特徴が、ア 他⼈との社会的関係の形成の困難さ、イ ⾔
葉の発達の遅れ、ウ 興味や関⼼が狭く特定のものにこだわること、であることを考慮す
ると、⾃⽴活動の 6 区分の内容のうち、特に③⼈間関係の形成、⑥コミュニケーション
を中⼼に取り上げていくことが考えられます。また、情動のコントロールが難しいことや、
周りの状況や刺激を上⼿に受け⽌めて判断することの難しさに対応するためには、②⼼理
的な安定と④環境の把握を主たる指導内容として取り上げることが考えられます。さら
に、家庭などではほとんど⽀障なく会話ができるものの、特定の場所や状況では、会話が
難しい選択性かん黙の児童・⽣徒の場合には、②⼼理的な安定と⑥コミュニケーションを
中⼼に取り上げていくことが考えられます。 

⾃⽴活動の指導は、児童・⽣徒の⼀⼈⼀⼈の教育的ニーズに基づいて個に応じて実施す
るものです。「社会性・⾏動のチェックリスト」や「交流及び共同学習の学習態勢チェッ
クリスト」、学級における⾏動観察等を基に、障害の状況や⽣活・学習環境など個々の児
童・⽣徒についての情報を収集し、収集した情報を学習上⼜は⽣活上の困難の視点から整
理して、個々の児童・⽣徒の指導⽬標を決定します。 

個々の児童・⽣徒の指導⽬標から個別指導計画を作成し「⾃⽴活動の指導内容の設定シ
ート」を活⽤して指導内容の設定を⾏います。 

学級の全員の指導内容を設定した上で、学級の⾃⽴活動の年間授業時数に合わせて、 
年間指導計画を⽴てます。⼩集団で学習する課題については、児童・⽣徒の⼀⼈⼀⼈の実
態、障害特性によりグループを編成して授業を⾏うことも考えられます。 

また、⾃⽴活動の指導内容や実施時期、期間は、教科等の指導内容や学校⾏事等と関連
付け、年間を⾒通して設定することが効果的です。 

（１） ⾃⽴活動とは 

（２） ⾃⽴活動の年間指導計画の配慮事項

（３） ⾃⽴活動の年間の指導内容の決定
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実

態

把

握 

障害の状態、発達や経験の程度、興味・関心、生活や学習環境などについて情報収集 
収集した情報を自立活動の区分に即して整理 

・友達との会話の背景や経過を類推することが難しく、周囲と合わせて行動するのが苦手

【コミュニケーション】 

・相手の意図を受け止めたり、自分の考えを相手に分かりやすく伝えたりすることが苦手  

【心理的な安定、人間関係の形成、環境の把握】 
・自分の考えを整理するのに時間がかかる。考えをまとめたりすることが苦手 

【コミュニケーション】 
・学習中、長時間集中することができない。 【心理的な安定、環境の把握】 
・使うものやものの置き方などのこだわりがある。 【心理的な安定】 
・板書を書き写すのが苦手 【身体の動き】 

幾つかの指導目標の中で優先する目標として 

指導 
目標 

・集団活動の意義を理解し、集団の雰囲気に合わせたり、積極的に参加したりする。 
・他者の意図や感情を捉え、自分が相手に伝えたい考えをまとめて整理し、相手に分かり易

く簡潔に伝えることができる。 

指導目標を達成するために必要な項目の設定 
選

定

さ

れ

た

項

目 

１ 
健康の保持 

２ 
心理的な安定 

３ 
人間関係の形成 

４ 
環境の把握 

５ 
身体の動き 

６ 
コミュニケーション 

状況の理解

と変化への対応

自己の理解

と行動の調整

集団への参

加の調整

感覚や認知

の特性への対応

感覚を総合

的に活用した周

囲の状況の把握

コミュニケ

ーション手段の

選択と活用

選定された項目を 
関連付け具体的な 
指導内容を設定 

具

体

的

な

指

導

内

容 

ロールプレイ等体験的な活動

を通して自分の得意なところ不

得意なところを理解させる。 
得られた情報から、周囲の状

況や他者の気持ちを把握し的確

な判断や行動ができるように指

導する。 

自分が感じたことをマッピン

グを用いて書きだし、整理して

表現するなど、自分の考えをま

とめ相手に伝える方法等を身に

付ける。 
毎回、学んだことを書き出し

可視化して、具体的な事象と照

らし合わせて振り返りを行う。 

感情曲線や、絵カードやシン

ボルマーク等の視覚教材を活用

して、具体的に分かりやすい指

導を行う。 
体験的な活動と言葉を視覚的

に関連付けながら具体的に分か

りやすく指導する。 

自立活動の指導内容の設定シート（案）
「⾃⽴活動の指導

内容の設定シート」
を活⽤して指導内容
の設定を⾏います。

児童・⽣徒の個々
の実態を社会性・⾏
動のチェックリス
ト、学習態勢チェッ
クリストや⾏動観察
等から把握します。

児童・⽣徒の個々
の実態を基に指導⽬
標を⽴てます。 

 指導⽬標を達成す
るために必要な項⽬
を設定します。 

設定された項⽬を
関連付けて、個々の
実態に応じて具体的
な指導内容を設定し
ます。 

設定した指導内容を学校⽣活⽀援シート、個別指導計画、年間指導計画
及び学習指導案に反映させていきます。 
 特設する⾃⽴活動の年間指導計画では、年間の授業時数及び授業内容を
設定し意図的・計画的に指導を⾏います。 
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平
成

２
８

年
度

　
知

的
障

害
の

伴
わ

な
い

自
閉

症
の

児
童

・
生

徒
の

自
立

活
動

年
間

指
導

計
画

（
小

学
校

）

月
対

象
児

童
題

材
・
単

元
名

自
立

活
動

の
区

分
項

目
具

体
的

な
内

容
指

導
時

数

基
礎

グ
ル

ー
プ

休
み

の
日

ス
ピ

ー
チ

心
理

的
な

安
定

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
状

況
の

理
解

と
変

化
へ

の
対

応
言

語
の

受
容

と
表

出
自

分
の

気
持

ち
を

相
手

に
分

か
り

や
す

く
伝

え
る

、
興

味
を

も
っ

て
聞

く
。

週
の

予
定

を
知

ろ
う

・
休

み
の

日
ス

ピ
ー

チ
心

理
的

な
安

定
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

状
況

の
理

解
と

変
化

へ
の

対
応

言
語

の
受

容
と

表
出

週
の

予
定

を
知

る
こ

と
で

、
見

通
し

を
も

ち
学

校
生

活
を

送
る

。
自

分
の

気
持

ち
を

相
手

に
分

か
り

や
す

く
伝

え
る

、
相

手
の

気
持

ち
を

聞
き

取
る

。

自
己

紹
介

を
し

よ
う

　
ぼ

く
の

・
わ

た
し

の
ベ

ス
ト

3
人

間
関

係
の

形
成

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
自

己
紹

介
を

す
る

こ
と

で
、

お
互

い
を

認
め

合
う

気
持

ち
を

育
む

。

週
の

予
定

を
知

ろ
う

・
休

み
の

日
の

ス
ピ

ー
チ

心
理

的
な

安
定

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
状

況
の

理
解

と
変

化
へ

の
対

応
言

語
の

受
容

と
表

出
週

の
予

定
を

知
る

こ
と

で
、

見
通

し
を

も
ち

、
安

心
し

て
生

活
を

送
る

。
自

分
の

気
持

ち
を

相
手

に
分

か
り

や
す

く
伝

え
る

、
興

味
を

も
っ

て
聞

く
。

運
動

会
・
力

い
っ

ぱ
い

頑
張

ろ
う

心
理

的
な

安
定

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
状

況
の

理
解

と
変

化
へ

の
対

応
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
基

礎
的

能
力

に
関

す
る

こ
と

運
動

会
の

練
習

で
の

集
団

参
加

、
ル

ー
ル

の
理

解
、

通
常

学
級

の
児

童
と

の
関

わ
り

。

こ
ん

な
と

き
ど

う
す

る
？

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
人

間
関

係
の

育
成

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
手

段
の

選
択

と
活

用
に

関
す

る
こ

と
集

団
へ

の
参

加
の

基
礎

に
関

す
る

こ
と

S
S
T
す

ご
ろ

く
を

使
っ

て
学

校
生

活
の

中
で

必
要

な
ソ

ー
シ

ャ
ル

ス
キ

ル
に

つ
い

て
考

え
る

。

よ
く
見

よ
う

・
よ

く
聞

こ
う

環
境

の
把

握
状

況
の

理
解

よ
く
見

た
り

、
聞

い
た

り
す

る
こ

と
が

学
習

に
役

立
つ

こ
と

を
学

ぶ
。

週
の

予
定

を
知

ろ
う

・
休

み
の

日
の

ス
ピ

ー
チ

心
理

的
な

安
定

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
状

況
の

理
解

と
変

化
へ

の
対

応
言

語
の

受
容

と
表

出
週

の
予

定
を

知
る

こ
と

で
、

見
通

し
を

も
ち

、
安

心
し

て
生

活
を

送
る

。
自

分
の

気
持

ち
を

相
手

に
分

か
り

や
す

く
伝

え
る

、
興

味
を

も
っ

て
聞

く
。

イ
ラ

イ
ラ

し
た

時
ど

う
す

る
？

心
理

的
安

定
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

情
緒

の
安

定
に

関
す

る
こ

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

手
段

の
選

択
と

活
用

に
関

す
る

こ
と

イ
ラ

イ
ラ

し
た

時
の

対
処

法
を

学
び

、
実

践
す

る
。

仲
間

に
入

れ
て

ほ
し

い
と

き
は

な
ん

て
言

う
？

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 状

況
に

応
じ

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

こ
と

友
達

と
一

緒
に

遊
び

た
い

時
の

お
願

い
の

仕
方

や
、

誘
い

方
に

つ
い

て
学

ぶ
。

フ
ワ

フ
ワ

こ
と

ば
と

チ
ク

チ
ク

こ
と

ば
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

人
間

関
係

の
育

成
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
基

礎
的

能
力

に
関

す
る

こ
と

気
持

ち
の

よ
い

言
葉

と
人

を
傷

つ
け

る
言

葉
を

知
り

、
よ

い
言

葉
を

使
お

う
と

す
る

心
情

を
育

む
。

基
礎

グ
ル

ー
プ

自
分

の
や

り
た

い
こ

と
を

上
手

に
伝

え
よ

う
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

基
礎

的
能

力
に

関
す

る
こ

と
　

自
分

の
や

り
た

い
こ

と
の

伝
え

方
や

、
受

け
入

れ
方

、
相

談
の

仕
方

、
言

葉
遣

い
に

つ
い

て
学

ぶ
。

社
会

応
用

グ
ル

ー
プ

１
学

期
に

頑
張

っ
た

こ
と

人
間

関
係

の
形

成
自

己
の

理
解

と
行

動
の

調
整

に
関

す
る

こ
と

教
師

が
個

々
の

児
童

の
頑

張
っ

た
こ

と
を

評
価

す
る

こ
と

を
通

し
て

、
自

尊
感

情
及

び
信

頼
関

係
の

向
上

を
図

る
。

基
礎

グ
ル

ー
プ

気
持

ち
の

よ
い

挨
拶

を
し

よ
う

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
基

礎
的

能
力

に
関

す
る

こ
と

　
集

団
生

活
の

中
に

お
け

る
挨

拶
の

大
切

さ
に

つ
い

て
学

び
、

気
持

ち
の

よ
い

挨
拶

を
し

よ
う

と
す

る
態

度
を

育
む

。

社
会

応
用

グ
ル

ー
プ

宿
泊

学
習

を
成

功
さ

せ
よ

う
人

間
関

係
の

形
成

集
団

へ
の

参
加

の
基

礎
に

関
す

る
こ

と
公

共
施

設
や

交
通

機
関

を
利

用
す

る
と

き
の

ル
ー

ル
や

マ
ナ

ー
に

つ
い

て
学

ぶ
。

友
達

に
助

け
て

ほ
し

い
と

き
は

な
ん

て
言

う
？

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 状

況
に

応
じ

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

こ
と

自
分

の
や

り
た

い
こ

と
の

伝
え

方
や

、
受

け
入

れ
方

、
相

談
の

仕
方

、
言

葉
遣

い
に

つ
い

て
学

ぶ
。

い
ろ

い
ろ

に
体

を
動

か
そ

う
身

体
の

動
き

・
環

境
の

把
握

姿
勢

と
運

動
・
動

作
の

基
本

的
技

能
に

関
す

る
こ

と
手

足
を

協
調

し
て

動
か

す
力

を
伸

ば
す

。
筋

力
を

付
け

、
姿

勢
保

持
力

を
付

け
る

。

ル
ー

ル
を

守
っ

て
ゲ

ー
ム

を
し

よ
う

人
間

関
係

の
形

成
集

団
へ

の
参

加
の

基
礎

に
関

す
る

こ
と

教
師

が
個

々
の

児
童

の
頑

張
っ

た
こ

と
を

評
価

す
る

こ
と

を
通

し
て

、
自

尊
感

情
及

び
信

頼
関

係
の

向
上

を
図

る
。

ど
ん

な
気

持
ち

か
考

え
よ

う
人

間
関

係
の

形
成

 他
者

の
意

図
や

感
情

の
理

解
に

関
す

る
こ

と
行

動
や

表
情

に
表

れ
て

い
る

相
手

の
真

意
を

考
え

る
力

を
育

む
。

け
ん

か
の

仲
直

り
を

し
た

い
と

き
は

な
ん

て
言

う
？

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
状

況
に

応
じ

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

こ
と

ト
ラ

ブ
ル

が
あ

っ
た

時
の

解
決

の
仕

方
や

謝
り

方
に

つ
い

て
学

ぶ
。

ル
ー

ル
を

守
っ

て
み

ん
な

で
楽

し
く
遊

ぼ
う

人
間

関
係

の
形

成
集

団
へ

の
参

加
の

基
礎

に
関

す
る

こ
と

　
負

け
て

も
怒

ら
な

い
、

勝
っ

て
も

威
張

ら
な

い
こ

と
で

楽
し

く
遊

べ
る

こ
と

を
学

ぶ
。

2
人

で
協

力
し

よ
う

身
体

の
動

き
・
環

境
の

把
握

姿
勢

と
運

動
・
動

作
の

基
本

的
技

能
に

関
す

る
こ

と
2
人

で
協

力
し

て
作

業
を

す
る

と
き

に
気

を
付

け
た

ら
よ

い
こ

と
を

考
え

る
。

得
意

な
こ

と
を

考
え

よ
う

心
理

的
安

定
障

害
に

よ
る

学
習

上
又

は
生

活
上

の
困

難
を

改
善

・
克

服
す

る
意

欲
に

関
す

る
こ

と
自

分
の

い
い

と
こ

ろ
を

探
し

た
り

、
友

達
に

行
っ

て
も

ら
っ

た
り

す
る

こ
と

を
通

し
て

、
自

尊
感

情
を

高
め

る
。

怒
り

た
く
な

っ
た

と
き

は
ど

う
す

る
？

心
理

的
安

定
情

緒
の

安
定

に
関

す
る

こ
と

怒
り

を
感

じ
た

時
に

、
暴

力
等

を
振

る
わ

ず
に

対
処

す
る

方
法

に
つ

い
て

学
ぶ

。
相

手
の

こ
と

を
考

え
た

言
葉

遣
い

に
つ

い
て

学
ぶ

。
失

敗
し

て
し

ま
っ

た
時

ど
う

す
る

？
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 状
況

に
応

じ
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
こ

と
間

違
い

や
、

失
敗

を
し

て
し

ま
っ

た
時

に
や

り
直

し
や

、
謝

罪
な

ど
の

対
処

す
る

方
法

に
つ

い
て

学
ぶ

。
社

会
応

用
グ

ル
ー

プ
２

学
期

に
頑

張
っ

た
こ

と
人

間
関

係
の

形
成

他
者

の
意

図
や

感
情

の
理

解
に

関
す

る
こ

と
教

師
が

個
々

の
児

童
の

頑
張

っ
た

こ
と

を
評

価
す

る
こ

と
を

通
し

て
、

自
尊

感
情

及
び

信
頼

関
係

の
向

上
を

図
る

。

基
礎

グ
ル

ー
プ

気
持

ち
の

よ
い

挨
拶

を
し

よ
う

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
基

礎
的

能
力

に
関

す
る

こ
と

　
集

団
生

活
の

中
に

お
け

る
挨

拶
の

大
切

さ
に

つ
い

て
学

び
、

気
持

ち
の

よ
い

挨
拶

を
し

よ
う

と
す

る
態

度
を

育
む

。

説
明

を
よ

く
聞

い
て

チ
ー

ム
で

ゲ
ー

ム
を

楽
し

も
う

人
間

関
係

の
形

成
集

団
へ

の
参

加
の

基
礎

に
関

す
る

こ
と

　
チ

ー
ム

で
協

力
し

て
ゲ

ー
ム

を
行

う
こ

と
で

、
集

団
で

活
動

す
る

楽
し

さ
を

味
わ

う
。

上
手

に
断

る
に

は
？

人
間

関
係

の
形

成
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

他
者

の
意

図
や

感
情

の
理

解
に

関
す

る
こ

と
状

況
に

応
じ

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

こ
と

依
頼

を
断

る
時

の
対

処
方

法
を

学
ぶ

。

基
礎

グ
ル

ー
プ

困
っ

て
い

る
友

達
を

助
け

た
い

と
き

は
な

ん
て

言
う

？
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

基
礎

的
能

力
に

関
す

る
こ

と
困

っ
て

い
る

友
達

を
手

伝
い

た
い

時
の

申
し

出
の

仕
方

を
学

ぶ
。

説
明

を
よ

く
聞

い
て

み
ん

な
で

力
を

合
わ

せ
て

作
ろ

う
人

間
関

係
の

形
成

集
団

へ
の

参
加

の
基

礎
に

関
す

る
こ

と
全

員
で

力
を

合
わ

せ
て

一
つ

の
作

品
を

作
り

、
協

力
す

る
大

切
さ

と
達

成
感

を
味

わ
う

。

も
の

の
借

り
方

、
返

し
方

人
間

関
係

の
形

成
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

他
者

の
意

図
や

感
情

の
理

解
に

関
す

る
こ

と
 状

況
に

応
じ

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

こ
と

人
に

物
を

借
り

る
時

返
す

時
の

言
葉

掛
け

や
、

マ
ナ

ー
に

つ
い

て
学

ぶ
。

基
礎

グ
ル

ー
プ

い
い

と
こ

ろ
さ

が
し

人
間

関
係

の
育

成
心

理
的

安
定

他
者

と
の

か
か

わ
り

の
基

礎
に

関
す

る
こ

と
障

害
に

よ
る

学
習

上
又

は
生

活
上

の
困

難
を

改
善

・
克

服
す

る
意

欲
に

関
す

る
こ

と
自

分
の

い
い

と
こ

ろ
を

探
し

た
り

、
友

達
に

行
っ

て
も

ら
っ

た
り

す
る

こ
と

を
通

し
て

、
自

尊
感

情
を

高
め

る
。

６
年

生
、

あ
り

が
と

う
人

間
関

係
の

形
成

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
他

者
の

意
図

や
感

情
の

理
解

に
関

す
る

こ
と

 
状

況
に

応
じ

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

こ
と

お
世

話
に

な
っ

た
６

年
生

に
感

謝
の

気
持

ち
を

伝
え

、
進

級
す

る
喜

び
を

味
わ

う
。

３
学

期
・
１

年
間

で
頑

張
っ

た
こ

と
人

間
関

係
の

形
成

心
理

的
安

定

他
者

の
意

図
や

感
情

の
理

解
に

関
す

る
こ

と
障

害
に

よ
る

学
習

上
又

は
生

活
上

の
困

難
を

改
善

・
克

服
す

る
意

欲
に

関
す

る
こ

と
教

師
が

個
々

の
児

童
の

頑
張

っ
た

こ
と

を
評

価
す

る
こ

と
を

通
し

て
、

自
尊

感
情

及
び

信
頼

関
係

の
向

上
を

図
る

。

指
導

時
数

計
7
0

社
会

応
用

グ
ル

ー
プ

社
会

応
用

グ
ル

ー
プ

社
会

応
用

グ
ル

ー
プ

社
会

応
用

グ
ル

ー
プ

社
会

応
用

グ
ル

ー
プ

6

基
礎

グ
ル

ー
プ

社
会

応
用

グ
ル

ー
プ

基
礎

グ
ル

ー
プ

基
礎

グ
ル

ー
プ

社
会

応
用

グ
ル

ー
プ

基
礎

グ
ル

ー
プ

基
礎

グ
ル

ー
プ

社
会

応
用

グ
ル

ー
プ

8 8 7 7 7

4
月

5
月

6
月

7
月

9
月

5 7 7 4 4

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

自
立

活
動

の
指

導
は

、
児

童
・
生

徒
の

一
人

一
人

の
教

育
的

ニ
ー

ズ
に

基
づ

い
て

個
に

応
じ

て
実

施
す

る
も

の
で

す
が

、
集

団
の

中
で

学
習

す
る

課
題

に
つ

い
て

は
、

実
態

や
障

害
特

性
に

よ
り

グ
ル

ー
プ

を
編

成
し

て
授

業
を

行
い

ま
す

。
指

導
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

自
立

活
動

の
項

目
を

６
区

分
か

ら
記

載
し

ま
す

。

指
導

の
成

果
に

よ
り

高
学

年
で

、
授

業
時

数
を

減
じ

て
い

く
こ

と
も

考
え

ら
れ

ま
す

。
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平
成

2
8
年

度
 知

的
障

害
の

伴
わ

な
い

自
閉

症
の

児
童

・
生

徒
の

自
立

活
動

年
間

指
導

計
画

（
中

学
校

）

月
題

材
・
単

元
名

自
立

活
動

の
区

分
項

目
具

体
的

な
内

容
指

導
時

数

エ
ン

ト
リ

ー
シ

ー
ト

心
理

的
安

定
情

緒
の

安
定

に
関

す
る

こ
と

。
自

分
の

こ
と

を
知

っ
て

も
ら

う
た

め
に

エ
ン

ト
リ

ー
シ

ー
ト

を
作

成
す

る
。

新
し

い
環

境
へ

の
適

応
を

円
滑

に
進

め
る

た
め

の
配

慮
事

項
を

確
認

す
る

。

自
己

紹
介

ビ
ン

ゴ
人

間
関

係
の

形
成

他
者

と
の

関
わ

り
の

基
礎

に
関

す
る

こ
と

互
い

に
自

己
紹

介
し

、
名

前
を

ビ
ン

ゴ
カ

ー
ド

に
書

く
活

動
を

通
し

、
適

切
な

話
形

・
距

離
感

で
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

す
る

力
を

育
て

る
。

集
団

行
動

の
達

人
人

間
関

係
の

形
成

集
団

参
加

に
関

す
る

こ
と

校
外

に
出

て
集

団
行

動
す

る
と

き
の

方
法

に
つ

い
て

学
び

、
集

団
生

活
へ

の
適

応
力

を
高

め
る

。

他
己

紹
介

（
発

表
）

人
間

関
係

の
形

成
他

者
の

意
図

や
感

情
の

理
解

に
関

す
る

こ
と

友
達

を
他

者
に

紹
介

す
る

。
友

達
、

聞
き

手
に

配
慮

し
た

紹
介

の
仕

方
を

学
ぶ

。

カ
ー

ド
ゲ

ー
ム

・
ス

ピ
ー

ド
７

人
間

関
係

の
形

成
集

団
参

加
に

関
す

る
こ

と
グ

ル
ー

プ
で

協
力

し
て

早
く
カ

ー
ド

並
べ

を
す

る
活

動
を

通
し

、
ル

ー
ル

を
守

り
協

力
す

る
力

を
育

て
る

。

リ
レ

ー
ゲ

ー
ム

を
し

よ
う

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
人

間
関

係
の

形
成

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

基
礎

的
能

力
に

関
す

る
こ

と
集

団
参

加
に

関
す

る
こ

と
リ

レ
ー

形
式

の
ゲ

ー
ム

で
勝

つ
た

め
に

は
ど

う
す

れ
ば

よ
い

か
を

話
合

い
、

実
践

す
る

活
動

を
通

し
、

集
団

で
活

動
す

る
楽

し
さ

を
味

わ
う

。

自
分

の
こ

と
に

つ
い

て
考

え
よ

う
心

理
的

安
定

情
緒

の
安

定
に

関
す

る
こ

と
自

分
の

得
意

な
こ

と
や

苦
手

な
こ

と
を

知
り

、
得

意
な

こ
と

を
伸

ば
そ

う
と

す
る

気
持

ち
を

育
て

る
。

相
手

の
気

持
ち

人
間

関
係

の
形

成
他

者
と

の
意

図
や

感
情

の
理

解
に

関
す

る
こ

と
同

じ
事

象
を

見
聞

き
し

た
り

体
験

し
た

時
、

人
に

よ
り

感
じ

方
が

違
う

こ
と

に
気

付
く
。

私
は

誰
で

し
ょ

う
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

人
間

関
係

の
形

成
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
基

礎
的

能
力

に
関

す
る

こ
と

集
団

へ
の

参
加

の
基

礎
に

関
す

る
こ

と
も

の
や

人
物

の
特

徴
か

ら
そ

れ
を

類
推

す
る

ゲ
ー

ム
に

取
り

組
む

こ
と

を
通

し
て

抽
象

化
す

る
力

を
伸

ば
し

、
集

団
に

参
加

す
る

こ
と

の
楽

し
さ

を
味

わ
い

、
集

団
適

応
力

を
つ

け
る

生
活

環
境

を
整

え
よ

う
環

境
の

把
握

感
覚

や
認

知
の

特
性

へ
の

対
応

に
関

す
る

こ
と

必
要

な
文

房
具

の
準

備
、

机
上

や
机

の
中

、
ロ

ッ
カ

ー
の

中
を

整
理

す
る

力
を

育
て

る
。

言
葉

で
伝

え
よ

う
・
絵

の
完

成
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

言
語

の
受

容
と

表
出

に
関

す
る

こ
と

提
示

さ
れ

た
絵

の
情

報
を

言
葉

だ
け

で
他

者
に

伝
え

、
絵

を
完

成
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
言

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
の

向
上

を
図

る
。

集
団

行
動

の
達

人
人

間
関

係
の

形
成

集
団

参
加

に
関

す
る

こ
と

校
外

に
出

て
集

団
行

動
す

る
と

き
の

方
法

に
つ

い
て

学
び

、
集

団
生

活
へ

の
適

応
力

を
高

め
る

。

み
ん

な
で

ゲ
ー

ム
し

よ
う

。
カ

ー
ド

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
基

礎
的

能
力

に
関

す
る

こ
と

カ
ー

ド
に

書
か

れ
て

い
る

も
の

を
も

と
に

話
合

い
活

動
を

し
、

話
合

い
活

動
の

基
本

ス
キ

ル
の

習
得

を
め

ざ
す

。

身
だ

し
な

み
に

つ
い

て
考

え
よ

う
人

間
関

係
の

形
成

他
者

と
の

関
わ

り
の

基
礎

に
関

す
る

こ
と

身
だ

し
な

み
の

社
会

的
な

意
味

を
理

解
し

、
身

だ
し

な
み

を
整

え
よ

う
と

す
る

気
持

ち
を

育
て

る
。

会
議

の
達

人
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
手

段
の

選
択

と
活

用
に

関
す

る
こ

と
反

対
意

見
を

述
べ

る
方

法
に

つ
い

て
学

び
、

言
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
－

シ
ョ

ン
の

向
上

を
図

る
。

自
分

の
気

持
ち

と
そ

の
対

処
法

心
理

的
な

安
定

状
況

の
変

化
へ

の
対

応
に

関
す

る
こ

と
怒

り
や

悲
し

み
を

感
じ

た
時

の
対

処
法

を
知

り
、

適
切

に
行

動
す

る
力

を
身

に
付

け
る

。

学
習

環
境

の
整

え
方

環
境

の
把

握
感

覚
や

認
知

の
特

性
へ

の
対

応
に

関
す

る
こ

と
学

習
の

仕
方

を
学

び
、

学
習

意
欲

を
高

め
る

こ
と

に
よ

り
自

尊
感

情
の

向
上

を
図

る
。

面
接

の
達

人
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

基
礎

的
能

力
に

関
す

る
こ

と
面

接
場

面
で

自
分

の
考

え
を

述
べ

る
方

法
に

つ
い

て
学

び
、

言
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

向
上

を
図

る
。

み
ん

な
で

ゲ
ー

ム
し

よ
う

。
何

を
し

て
い

る
と

こ
ろ

？
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

言
語

の
受

容
と

表
出

に
関

す
る

こ
と

提
示

さ
れ

た
状

況
を

身
体

表
現

だ
け

で
他

者
に

伝
え

、
状

況
を

あ
て

る
こ

と
に

よ
り

非
言

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
の

向
上

を
図

る
。

自
分

の
気

持
ち

と
そ

の
対

処
法

心
理

的
な

安
定

状
況

の
理

解
と

変
化

へ
の

対
応

に
関

す
る

こ
と

マ
イ

ナ
ス

感
情

を
客

観
的

に
見

る
こ

と
に

よ
り

、
そ

の
感

情
を

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

す
る

こ
と

を
学

ぶ
。

訪
問

の
達

人
人

間
関

係
の

形
成

他
者

と
の

関
わ

り
の

基
礎

に
関

す
る

こ
と

訪
問

先
で

の
礼

儀
に

つ
い

て
学

び
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

の
向

上
を

図
る

。

み
ん

な
で

ド
ミ

ノ
に

挑
戦

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

手
段

の
選

択
と

活
用

に
関

す
る

こ
と

グ
ル

ー
プ

で
ル

ー
ル

を
守

り
ド

ミ
ノ

を
作

る
活

動
を

通
し

、
話

し
合

い
活

動
の

ス
キ

ル
を

身
に

付
け

、
協

力
す

る
力

を
育

て
る

。

自
分

の
気

持
ち

と
そ

の
対

処
法

心
理

的
な

安
定

情
緒

の
安

定
に

関
す

る
こ

と
怒

り
や

悲
し

み
を

感
じ

た
時

の
対

処
法

を
知

り
、

適
切

に
行

動
す

る
力

を
身

に
付

け
る

。

電
話

の
達

人
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
手

段
の

選
択

と
活

用
に

関
す

る
こ

と
電

話
で

目
上

の
人

に
情

報
を

伝
え

る
方

法
に

つ
い

て
学

び
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

の
向

上
を

図
る

。

私
の

理
解

者
心

理
的

安
定

障
害

に
よ

る
学

習
上

ま
た

は
生

活
上

の
困

難
を

改
善

・
克

服
す

る
意

欲
に

関
す

る
こ

と
自

分
を

理
解

し
、

励
ま

し
て

く
れ

る
家

族
や

友
達

、
先

生
の

存
在

に
気

付
く
こ

と
に

よ
り

自
尊

感
情

の
向

上
を

図
る

。

敬
語

の
達

人
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

基
礎

的
能

力
に

関
す

る
こ

と
敬

語
に

つ
い

て
学

び
、

社
会

人
と

敬
語

で
会

話
す

る
体

験
を

積
む

こ
と

に
よ

り
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
の

向
上

を
図

る
。

自
分

の
性

格
や

行
動

の
特

徴
心

理
的

な
安

定
情

緒
の

安
定

に
関

す
る

こ
と

自
分

の
得

意
な

こ
と

や
苦

手
な

こ
と

を
知

り
、

得
意

な
こ

と
を

伸
ば

そ
う

と
す

る
気

持
ち

を
育

て
る

。

感
謝

の
気

持
ち

を
伝

え
よ

う
人

間
関

係
の

形
成

自
己

の
理

解
と

行
動

の
調

整
に

関
す

る
こ

と
お

世
話

に
な

っ
た

方
は

何
方

か
な

。
感

謝
の

気
持

ち
は

ど
う

や
っ

て
伝

え
れ

ば
よ

い
か

な
。

3
5

4
月

5
月

6
月

7
月

９
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

3 4 4 2 4 3 4 3 3 3 2

高
等

学
校

へ
の

進
学

を
視

野
に

入
れ

て
、

題
材

や
単

元
を

設
定

し
ま

す
。

指
導

の
成

果
に

よ
り

、
自

立
活

動
の

授
業

時
数

を
学

年
ご

と

に
段

階
ご

と
に

減
じ

て
い

ま
す

。
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ア 指導内容の適切な精選 
各教科の指導をする上では、児童・⽣徒の実態に応じた配慮が必要です。 
また、⾃⽴活動の時間の特設に伴い年間指導時数が減じられている教科について

は、指導内容を適切に精選するとともに指導の⼯夫をしていくことが考えられます。
イ 複式学級による指導の⼯夫 

⾃閉症･情緒障害特別⽀援学級おいては、複数の学年で学級を編制することも考え
られることから、⼩規模校の複式学級における指導を参考にしながら、複式学級によ
る指導の⼯夫することも考えられます。 

複式学級による指導では、複数の学年の内容を複数年かけて実施することが考えら
れます。例えば、⼆つの学年で複数学級を編成する場合、⼆つの学年の指導内容につ
いて、指導内容をＡ年度・Ｂ年度と２年間に分けて、２年間で実施することが考えら
れます。また、複式学級による指導では、意図的に単元の始める時間を学年ごとに差
を設けることで、直接指導で丁寧に説明が必要な導⼊の時間と間接指導で⾃主的に学
習を進める時間を交互に組み合わせることができ、指導の充実を図ることが可能とな
ります。 

ウ ⾼等学校等の進学への対応 
中学校においては、⾼等学校等の進学に向けて、通常の学級と共通の定期考査を実

施することが考えられることから､通常の学級と同じ進度で年間指導計画を⽴てるこ
とが必要となります。 

５ 各教科の年間指導計画 

ア 個々の実態に応じた指導内容を決定 
児童・⽣徒の実態を「国語科学習評価シート」及び「算数科学習評価シート」、東

京ベーシック・ドリル等により把握します。学習の空⽩や既習状況、学習の到達度 
を把握した上で、指導内容を組織します。 

イ 教科担当との協⼒・連携による指導内容の組織 
中学校における⾃閉症・情緒障害特別⽀援学級では、各教科担当が指導に当たる 

ことから、学級担任と教科担当が協⼒・連携して、個別指導計画（連携型・短期型を
含む。）や学校⽣活⽀援シート等を作成・活⽤して、各教科の指導内容を組織します。

（１） 各教科の年間指導計画の配慮事項

（２） 各教科の年間の指導内容の組織
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月

複式学級による国語科年間指導計画（Ｂ年度における第３・４学年の例）

総合的な学習で行うため

１年間の時数の合計

44

コンピュータのローマ字入力 2 -2 0

0

39

40

41

42

43

2 -1 1

24

38

25

26

245

27

28

36

29

時間

42

43

カンジーはかせの音訓かるた 2 -2

40
文字の指導で学習する

漢字の広場⑥

18

19

20

21

22

23

４年生の教材「冬の風景」も同時に扱う。

1

41

31

32

33

34

35

37

39

2

0
A年度に扱う

2

0

308

文字の指導で学習する

学習内容を精選したため

8

4 -2

2

言葉を分類する 4

学習内容を精選したため

-2

-2

雪・ゆき・雪

漢字の広場⑤

たから島のぼうけん 8 0

6

34

35

三年とうげ -6

冬の楽しみ 2

+1

七
月

九
月

五
月

四
月

15

21

18

16

17

29

30

31

32

33

38

36

37

一
学
期

二
学
期

三
学
期

十
月

十
一
月

十
二
月

一
月

二
月

三
月

19

20

22

23

24

27

28

25

26

4

5

6

7

9

10

8

A年度に扱う

語句の確認、習熟
10

六
月

9

10

11

12

13

14

第３学年の内容

1

2

3

4

気になる記号

漢字の広場②

8

増減

標
準
時
数

よく聞いて、自己紹介 1 -1 0

0 2

9 -9 0 8 +2 10

単元名・学習内容

1 0 1

実
施
時
数

設
定
時
数

1 -1 0
自立活動でも行うため

A年度に扱う

自立活動の「休みの日のスピーチ」で取り扱う。
ばらばら言葉を聞き取ろう

白いぼうし

1

2

3

単元名・学習内容

理由

語句の確認、習熟

理由 第４学年の内容

標
準
時
数

増減

設
定
時
数

実
施
時
数

春の歌 1 0 1

漢字のくみたて 2 0 2
文字の指導で学習する

7 よりよい話し合いをしよう 4

春の楽しみ

1

自立活動の話し合い活動等で取り扱う。

5

60

漢字辞典の使い方 2漢字の音と訓
文字の指導で学習する

0 22 -1

0 2
３年生の教材「春の楽しみ」も同時に扱う。

-2 2
自立活動でも行うため

A年度に扱う

漢字の広場① 1

A年度に扱う
大きな力を出す 8 -8 0

-1 0
文字の指導で学習する

動いて、考えて、また動く 2 -2 0

14 -14 0
４年生の教材「新聞を作ろう」も同時に扱う。

2 -1 1
文字の指導で学習する

３年生の教材「俳句を楽しもう」も同時に扱う。

-1 1
学習内容を精選したため

2

短歌・俳句に親しもう（一） 1 0 1

A年度に扱う

ふるやの森

15 +1 16
３年生の教材「気になる記号」も同時に扱う

いろいろな意味を持つ言葉

0 1

一つの花 2 -2 0
４年生の教材「夏の風景」も同時に扱う。

もうすぐ雨に 6

11

12

たのきゅう 1 -1 0

学習内容を精選したため

13

夏の楽しみ 2 -2 0

文字の指導で学習する

+2 8
語句の確認、習熟

「ありがとう」をつたえよう 5

本を使って調べよう・里山は未来の
風景

5 -5 0

漢字の広場③ 2 -1 1

1
文字の指導で学習する

自分の考えを伝えるには 7 -4 3
自立活動で学習するため

0

３年生の教材「夏の楽しみ」も同時に扱う。

一つの花 6 -6 0

漢字の広場② 2

15

16

214

-5

-1

夏の風景

17

0 2-5 0
自立活動の「ありがとう」で取り扱う。

忘れもの 2 -1 1わたしと小鳥とすずと・山のてっぺん 2 -1 1
学習内容を精選したため。

A年度に扱う

A年度に扱う

へんとつくり 2 -1 1
文字の指導で学習する

ちいちゃんのかげおくり 10 -10 0
A年度に扱う

0 4

伝えよう、楽しい学校生活 15 -12
宿泊学習の事後学習で同様の学習を行うため。

漢字の広場④ 2 -1 1
文字の指導で学習する

ローマ字 4

秋の楽しみ 2 -2
４年生の教材「秋の風景」も同時に扱う

修飾語 2 0 2

8+26すがたをかえる大豆
語句の確認、習熟

文字の指導で学習する

短歌を楽しもう 1

食べ物のひみつを教えます 8 +2 10
語句の確認、習熟

0
４年「短歌・俳句に親しもう」も同時に扱う。

-1

語句の確認、習熟

ありの行列 7

漢字の意味 2 -1 1

-1

語句の確認、習熟

しりょうから分かる小学生のこと 7 +1 8

学習内容を精選したため

ことわざについて調べよう 14 -14 0
４年教材「わたしの研究レポート」も同時に扱う

わたしの三大ニュース 2 -2 0

文字の指導（漢字の読み書き等） 5

10

モチモチの木 13 +2 15

図書室での学習（読み聞かせ・読
書）

10

書写指導（硬筆）

0

作文指導（行事の振り返り等） 10

年
間
を
通
じ
て

　　　　　　　　　合　　　　　計 202 -101 136

ぼくは川

だれもが関わり合えるように 15

カンジーはかせの漢字しりとり 2 -2 0
学習内容を精選したため

-1 1

-1 1

-15 0

+2

秋の風景 2 0 2
３年生の教材「秋の楽しみ」も同時に扱う。

16
場面を細かく区切って、心情について丁寧に指導す

A年度に扱う

文字の指導で学習する

「クラブ活動リーフレット」を作ろう 8 -8 0
学習内容を精選したため

プラタナスの木 8 0 8
学習内容を精選したため

短歌・俳句に親しもう 1 0 1
３年「短歌を楽しもう」も同時に扱う

漢字の広場③ 2 -1 1
文字の指導で学習する

アップとルーズで伝える 8 -8 0
A年度に扱う

文と文をつなぐ言葉 4 0 4

のはらうた 2 0 2

冬の風景 2 0 2

野原に集まれ 5 -5 0
A年度に扱う

漢字の広場④ 2 -1 1
文字の指導で学習する

ウナギのなぞを追って 8 -8 0
A年度に扱う

熟語の意味 2 0 2

聞き取りメモの工夫 6 -3 3
自立活の「よく見よう」「よく聞こう」で取り扱う。

まちがえやすい漢字 2 0 2

わたしの研究レポート 14 +1 15
3年教材「ことわざについて調べよう」も同時に扱う

総合的な学習で取り扱う。

文字の指導で学習する

初雪のふる日 7 -7 0
A年度に扱う

2 -1 1

十年後のわたしへ 2 -2 0

200 -91 109 0

A年度に扱う
漢字の広場⑤

1

新聞を作ろう

202慣用句

14

2

3

読むことについて考えよう 5

漢字の広場③ 2

春の風景 2
４年生の教材「春の風景」も同時に扱う。

0

ごんぎつね

9言葉で遊ぼう・こまを楽しむ

俳句を楽しもう 1 -1 0

-2

0

1-1

４年生の教材「短歌・俳句に親しもう」も同時に扱

+1

7 -55よい聞き手になろう

2漢字の広場①

どきん

きつつきの商売

国語辞典のつかい方

2

2

5

6

第３・４学年の指導内容をＡ年度・Ｂ年度に分けて、

２年間で実施する。

Ｂ年度に実施する第３学年の内容 Ｂ年度に実施する第４学年の内容 Ｂ年度に実施する複式学級の第３・４学年の授

業時数１３６時間＋１０９時間＝２４５時間

自立活動で実施する内容は減じている

Ａ年度に実施する内容は網掛
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複式学級の学習指導案（例） 

複数学級にお
いて、別単元、
別教材で⾏う
場合 
（学習指導案︓本時
の展開 例） 

授業の導⼊
時には、直接指
導の時間を多
く必要としま
す。 

単元の開始
⽇に差を設け
ることで、導⼊
時、⼗分に直接
指導の時間を
確保するとと
もに、直接指導
と間接指導を
効果的に配置
することがで
きす。 

◆ 年間指導計画における本時の位置付けを明確にします。 
◆ 各学年のねらいを明確にします。 
◆ 各学年の内容・活動を記載します。 
◆ ⾃⽴活動との関連性を記載します。 
◆ 障害特性に応じた指導の⼿だて・配慮事項を記載します。 
◆ 直接指導と間接指導を明確に記載します。

直

接

指

導

直

接

指

導

直

接

指

導
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月 単元 教材 
標準時数 

（通常学級） 

自閉症・情緒
障害特別支援
学級の時数

達成目標 
自閉症・情緒障害特別支援学級 

配慮事項 

４ 

言
葉
に
出
会
う
た

め
に 

野原はうたう ５ ５ 
表現の特徴について，自分の考えを
もつ。 

・他者の特性を周知させ、互いに配慮
することを認知させる。 

・自分の特性を捉えながら、学習に取
り組む姿勢を意識させる。 

・準備する教材や用具について、視覚
的支援などを入れ、早めに伝える。

・書字に問題を抱えている生徒に対す
る配慮を行う。 

声を届ける／書き留め
る／ 
本と出会う／調べる 

９ ９ 
本やインターネットなどから必要
な情報を集めるための方法を身に
つける。 

練習 情報を正確に聞
き取ろう １ １ 

情報を正確に聞き取り，要点を押さ
えてメモに取る。 

５ 

学
び
を
ひ
ら
く 

にじの見える橋 ５ ７ 
登場人物の心情を表す表現に着目
して，作品の理解を深める。 ・心情の理解について、心情曲線や、

表情イラスト等を活用して丁寧に
指導を行う。 

・文章を段落ごとに分けて、段落ごと
の内容を理解させ、段落間の関連性
を理解させる。 

・主観的な意見が優先されて、論点が
ずれていくようなことのないよう
に配慮する。 

・定期考査に向けて、学習の定着 
や個々の課題を確認し、個々の特
性に応じた学習方法を指導する。

言葉1 話し言葉と書
き言葉 ２ ２ 

話し言葉と書き言葉の違いについ
て考え，それぞれの特徴を理解す
る。 

季節のしおり 春 １ － 伝統的な言語文化に親しむ。 

友達をみんなに紹介し
よう 
取材してスピーチで伝
える 

３ ２ 
聞き手が知りたい情報を考えて，日
常生活の中から交流を通して話題
を決める。 

ダイコンは大きな根？ ３ ３ 
身近なものについて説明された文
章を読み，文章の中で使われている
言葉の意味や内容を捉える。 

６ 

ちょっと立ち止まって
［書く］段落のまとまりを意識
して書こう 

６ ６ 

文章と図の関連や段落と段落の関
係に注意して文章の構成を捉える。

・視覚的な手掛かりとなる教材を活用
して図と文章との関連性を理解で
きるようにする。 

・「いつ」「どこで」「だれが」「なにを」
「どうする」等の項目に沿って相手
に伝える指導を行う。 

・窓は「ウ」「ハ」「ム」「心」等言葉
による手掛かりを提示し指導を行
う。 

わかりやすく説明しよ
う 
観点を決めて書く 

３ ３ 
身近な生活の中から，伝える目的や
相手を明確にして情報を集める。

練習 スピーチ名人に
なろう １ １ 

自分の思いや考えをわかりやすく
伝えるために，構成を整え，聞き手
を意識して話す。 

漢字1 漢字の組み立
てと部首 ２ ２ 

漢字の組み立てと部首を理解する。

豊
か
な
言
葉 

はじめての詩 

３ ３ 

文章を読んで，語句の意味を的確に
捉え，筆者の文学の言葉に対する考
え方に触れ，自分なりの考えをも
つ。 

・視覚的支援と実施の体感的な活動を
取り入れ文法の学習を行う。 

・偏った読書活動を主観的に明示する
活動に陥らないように配慮した指
導をする。 

・夏休みの課題への取り組み方につい
て個々の特性に応じた学習方法を
指導する。 

詩四編 

言葉を集めよう 
もっと「伝わる」表現
を目ざして 
［書く］推薦文を書こう

２ ２ 
観点を決めて多くの言葉を集め，そ
の言葉を使って日常生活を題材と
した推薦文を書く。 

７ 
文法への扉1 
言葉のまとまりを考え
よう 

２ ２ 
言葉の単位とその働きについて理
解する。 

各教科等の年間指導計画（例︓中学校）

◆ ⾼等学校への進学に向けて、年間指導計画・単元⽬標及び定期考査の内容は通常の
学級との共通化を図っています。（国語・数学・理科・社会・英語は減じていません。）

◆ 定期考査を共通にしているため、各単元の進度を、通常の学級に合わせています。
◆ 担任以外にも、教科担当が教科の授業を実施する場合があるため、各教科の到達⽬
 標に加えて、⽣徒の障害特性に応じた配慮事項を記載しています。 
◆ ⼼情の理解や、物事の相関関係、⽂章問題、資料の分類・整理、⽴体図形等の特徴

や構成等、困難さが⾒られる学習内容について、時間を⼗分にとることが考えられ 
ます。 

通常学級と授業の総実施時間は同じです
が、障害特性に応じ⼼情の理解等の学習には、
時間を⼗分に確保することが考えられます。

指導に当たる教科担当と連携・協⼒が図れ
るように、指導に当たっての配慮事項等を記
⼊します。
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平成 27 年度 ⾃閉症･情緒障害特別⽀援学級の教育課程の成果・普及事業検討委員会 

 

１ ⾃閉症･情緒障害特別⽀援学級の教育課程の成果・普及事業研究指定校   

武蔵村⼭市⽴雷塚⼩学校 

⽇野市⽴⽇野第⼆中学校校 

⽇野市⽴⽇野第三中学校校 

 
２ ⾃閉症･情緒障害特別⽀援学級の教育課程の成果・普及事業検討委員会委員 

所属 職名 ⽒名 備考 

横浜国⽴⼤学 教授 渡部 匡隆 専⾨委員 

明星⼤学 教授 廣瀬 由美⼦ 専⾨委員 

国⽴教育政策研究所 教育課程調査官 笠井  健⼀ 専⾨委員 

 

武蔵村⼭市⽴雷塚⼩学校 校⻑ 井内  潔 委員 

⽇野市⽴⽇野第⼆中学校 校⻑ ⽯川 晴⼀ 委員 

⽇野市⽴⽇野第三中学校 校⻑ 中嶋 建⼀郎 委員 

武蔵村⼭市⽴雷塚⼩学校 教諭 溝辺 正⼦ 委員 

⽇野市⽴⽇野第⼆中学校校 教諭 師岡 真⼀ 委員 

⽇野市⽴⽇野第三中学校校 主任教諭 上原 有紀 委員 

 

武蔵村⼭市教育委員会 指導主事 ⻄原 英治 委員 

⽇野市教育委員会 統括指導主事 重⼭ 直毅 委員 

⽇野市教育委員会 指導主事 下⾥ 鮎乃 委員 
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